
駅名 発着時刻 訪問先 紹介 アクセス
【自家用車】

8:00頃 大原漁港
港の朝市

大原漁港で毎週日曜日の8:00～12:00に開催されます。水揚げ種類が
豊富な漁港で獲れた旬の鮮魚、干物、海産物加工品、産直野菜を販
売している他、蛸めしや蛸の串焼き、地酒に手づくりチーズ、うな
ぎ弁当、アワビ釜飯、手づくりパン、ラーメン、ジェラートなど、
地元グルメが充実しています。

自家用車

9:10頃 いすみ市
郷土資料館

郷土の史跡、文化財、いすみ市出身の狩野正信を始祖とする狩野派
を中心とした絵画、美術工芸品を収集展示しています。広々とした、
いすみ米の田圃の周りは緑が濃く、おだやかな山並みがあり田園の
美術館の趣きがあります。

自家用車
(10.8km)

9:30頃 行元寺

嘉祥2年（849年）に慈覚大師によって伊東大山（大多喜町）に草創、
天正14年（1586年）6月に現在地に移築されました。本堂・本尊の
阿弥陀如来はいすみ市の有形文化財で、伊八の波の彫物、三種の秘
宝、鐘楼、歌碑など有名なものがあります。

自家用車
(4.5km)

10:00頃 高秀牧場
いすみ市の大自然の中で約150頭の乳牛を飼育している酪農牧場です。
広大な敷地を持ち、東京から2時間半でまるで北海道のような雰囲気
を味わえます。2016年にジェラート工房がオープンしました。

自家用車
(2.2km)

10:55着 ＊国吉駅前に駐車（無料）⇒いすみ鉄道に乗車
国吉 11:02発 【いすみ鉄道】
大多喜 11:14着
大多喜 11:37発 【いすみ鉄道（急行：キハ車両）】
国吉 11:49着

12:20頃 てぬぐい茶屋
（昼食）

築150年の古民家を移築・改装した店舗で、地元産低農薬野菜を中心
とした和食・洋食から甘味まで、体にやさしい料理を提供していま
す。

自家用車
(10.2km)

13:30頃
道の駅たけゆら
の里おおたき
（お土産）

「たけゆら」とは竹遊楽（竹で楽しく遊ぶ）の当て字で、竹と筍の
名産地であり大多喜の特色を生かした道の駅です。地元で生産され
た野菜・米・加工品の直売や、筍・猪肉を使ったオリジナルメ
ニューを扱う食事処があります。

自家用車
(350m)

14:00頃
大多喜城（県立中
央博物館大多喜城
分館）

徳川四天王のひとり、本多忠勝を初代城主とする近世大多喜城の本
丸跡に城郭様式で建設した博物館です。〔房総の城と城下町〕を
テーマに刀や鎧、衣装等を展示しています。秋には毎年、県内外の
多彩な資料を集めた特別展を開催しています。

自家用車
(5.7km)

＊大多喜町営久保駐車場に駐車（有料：4時間300円、駅まで徒歩2分）
大多喜 15:03発 【いすみ鉄道】
上総中野 15:23着
上総中野 15:33発 【いすみ鉄道】
大多喜 15:52着

大多喜町
観光本陣
（お土産）

デンタルサポート大多喜駅前にある、町の観光拠点となる観光セン
ターです。観光案内、パンフレット等はもちろん、最新の季節の見
どころを案内しています。レンタサイクルや人力車(要予約)をご利
用になれますので、城下を散策の際は、ぜひご利用ください。

徒歩

夷隅神社

明治の神仏分離にともなって、牛頭天王社から夷隅神社と改称され
ました。御祭神は三柱の神様（「素戔嗚尊」「大己貴命」「稲田姫
命」）であり、縁結び、夫婦和合、安産・子育ての御利益は特に大
きいと言われています。

徒歩
(800m)

房総の小江戸
（街並み散策）

城下町の面影を残す久保、桜台、新丁地区には、重要文化財の渡辺
家住宅、国の登録有形文化財の伊勢幸酒店、豊乃鶴酒造、大屋旅館、
宍倉弥兵衛商店など、江戸時代から変わらぬたたずまいを残す建物
が点在し、昔を偲ばせています。

徒歩

商い資料館

「商いと城下町のくらし」をテーマにした資料館です。土蔵造りの
建物を大改修し、1階は昔の商家の再現、2階は昔の暮らしがしのば
れる生活用具や遊び道具を展示しています。屋外は日本庭園となっ
ています。

徒歩

～車利用者向け／日帰りコース～≪自家用車×いすみ鉄道≫いすみ鉄道ちょい乗り旅


